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図-3 躯体形状詳細図,上部階構築と下部階掘削の同時施工図

図-1 構造断面図 

写真-1 ペコビーム設置状況 写真-2 ステージ完成 

▽-20,800

▽-20,800

▽-21,200

フラッシング水槽

雨天時貯留池

▽- 20, 000

▽-20,500

▽- 20, 0 00

▽-20,500

▽- 20, 0 00

▽-20,500

▽-20,500 ▽-20,500▽-20,500
▽-2 2, 900

中間デッキ

導水管　　3000mm　<別途工事>

上部搬入口 3000角

フラッシングゲート

雨天時貯留池

▽-20,000 ▽-20,000▽-20,000

管
理

境
界

線

道路境界線

フラッシング水槽

8
00

200 0

2 000

2 000

2
70

0
2

55
0

5700

1350 1350

60
50

2000

蓄熱層

図-2 構造平面図 
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複雑な大規模地下構造物の急速施工について ～その１～ 

 

東京都下水道局 第二基幹施設再構築事務所 工事一課 田村 正明 

大成建設(株) 正会員 桑本 寛之、○八木澤 俊 

 

1. はじめに 

 芝浦水再生センター雨天時貯留池建設その 3 工事は、上

部を商業ビル(地上 32 階)、下部を下水道施設として活用

するプロジェクトの内、雨天時貯留池（RC 造 地下 4 階 

幅 108m×長 82m×高 22.2m  コンクリート数量    

70,900m3 鉄筋数量 12,000t 貯留容量 76,000m3）を築造

するものである．(図-1 参照) 

上部商業ビルの開業日に合わせて、本プロジェクトは

進められたため、通常の下水道工事に比べ工程を大幅に短

縮する必要があった．そこで貯留池建設その 3 工事におい

て以下の 6 つの工程短縮策を採用した．それにより所定の

工程内に工事を完成することができた．本工事の主な工程

短縮策を以下に示す． 

① 逆巻工法の採用 

② 昼夜施工の採用(2 交替) 

③ ペコビームステージ利用による、上部階柱壁構築と下部階掘削の同時施工 

④ 梁構築における変則グランドフォーム工法の採用 

⑤ 既設構造物解体に伴う特殊逆巻工法による解体掘削の同時施工 

⑥ テルハクレーンによる大容量バケットを利用した掘削の高速化 

本論では③と④の対策について着目し、図-2 に示した雨天時貯留池部の施工法と工程短縮について報告する． 

2.ペコビームステージ利用による、上部階柱壁構築と下部階掘削の同時施工を実現 

逆巻き工法で築造される躯体構築では、通常地下階に

スラブを有している構造物が多く、上部階柱壁構築と下部

階掘削の同時施工が可能である．本工事においても、免震

層,B1F は機械室等が入るため、スラブを有するが、貯留

池ということから B2･3F には床版が無い梁・柱構造とな

っている．(図-3 参照)この場合 B2 階の梁が完成していれ

ば、土留壁の耐力上は四次掘削に進むことができるが、実

際には壁や中柱の施工が困難となるため、下部階の掘削に

は進めない．そこで、4 辺を梁で囲われたマスにペコビー

ム(軽量トラス)ステージを設置し、上部階柱壁構築と下部

階掘削の同時施工を実現した．(図-3 参照)以下にペコビー

ムステージの施工手順を示す． 

STEP-1 梁に専用金具を取り付け、 ペコビーム(軽量トラ

ス)を長さに応じて 1本に組み立て(約 50kg)、取り付ける．

(梁間長さ約 6m 程度,1 マス 10 本程度設置,写真-1 参照) 

STEP-2 ペコビーム(軽量トラス)の上部に鋼製足場板を

ペコビームと井桁になるよう配置し、番線等で固定する． 

従来は H 鋼等を台に利用したステージが考えられたが、 

今回工事 

32FL

雨天時貯留池

蓄熱槽

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-277-

 

Ⅵ-139

 



図-4 従来(左)と変則(右)グランドフォーム工法の比較

表-1 ペコビームステージ利用による工程短縮効果

表-2 変則グランドフォーム採用による工程短縮効果(1BL 施工フロー) 表-3 変則グランドフォーム採用による工程短縮効果(全体) 

写真-3 変則グランドフォーム状況,排水概要 
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本施工により、梁の天端レベルとの段差がわずかしか無く、フロアー全体をほぼフラットな一枚床として使うこと

が可能な作業床となり、作業性・安全性の向上に寄与した．(写真-2 参照) 

3.梁構築における、変則グランドフォームの採用 

 グランドフォーム工法とは逆巻工法において地盤面(均し

コンクリート)に梁底型枠を敷き構築する施工技術である．

(図-4 参照) グランドフォーム工法の最大の利点は型枠支保

工組立･解体が省略でき、工程短縮を図れることである． 

しかし、グランドフォームには以下の 2 点の課題があった． 

Ⅰ．底型枠を均しコンクリート上に直接敷くので、下部階へ

繋がる差筋を設置出来ない 

Ⅱ．梁が四方に配置された中に残水した残り水が溜まり、1

マス毎に排水する必要がある 

これら 2 つの解決策として、角木材を井桁に組み、高さを

確保した．(図-4 参照)角木材は精度良く組む必要があったた

め、以下の施工手順にて行った． 

STEP1 通常グランドフォーム同様に高精度(±5mm)の均しコ

ンクリートを打設し、均しコン上に差筋位置の墨出しを行う． 

STEP2 2 種類の角木材を差筋の位置をかわし、井桁に組み、

再度レベルの確認を行う． 

上記変則グランドフォーム工法により、課題であった下部階へ繋がる差筋の確保(約 230mm)と、ポンプを設置し

た周囲のマスまで吸水できる排水機能の向上を、同時に解決した．(写真-3 参照)  

4. 工程短縮効果について 

前述に示した、2 つの施工法により得られた工程短縮効果

を以下に示す． 

ペコビームステージ利用により、上部階柱壁構築と下部階

掘削の同時施工が可能となったことで、約 16 週間の工程短

縮効果が図られた．(表-1 参照)   

梁構築において、変則グランドフォーム工法の採用をする

ことで 1BL の施工フローにおいては、支保工の組立解体を省

略できることから、約 5 日間の工程短縮が図られた．(表-2

参照)従って、B2F,B3F の全体として約 8 週間の工程短縮が図

られた．(表-3 参照) 

 

 

 

 

 

 

5. まとめ 

 1) ペコビームステージ利用により、上部階柱壁構築と下部階掘削を可能にしたことにより大幅に工程短縮を図れ

たのはもちろんのこと、フラットな床となり、安全な作業環境づくりにも寄与した． 

  2) 変則グランドフォームを採用することで、省略化施工により工程短縮とコスト面でも効果があった． 

 3) 2 つの工程短縮策により、全体として 16+8=24 週間(約半年)の工程短縮効果が図られた． 

参考文献 1)永利 将太郎：開削トンネルの順巻工法と逆巻工法との比較－つくばエクプレス 秋葉原駅－,土木学会関東支部,第 31 巻,6 号,pp15-16,2004 

2)大成建設株式会社：グランドフォーム工法, http://www.taisei.co.jp/MungoBlobs/66/931/K00G13.pdf 
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